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上記提言の要旨 

本年度は新型コロナウイルスの影響で恒例の市内一斉美化運動は中止され、残念でし

た。 

私達、美南地区に居住するスマ・エコ美化サークルは、美南一丁目第３、第４公園につ

いては吉川市と公園協定を結び活動を続けております。３名から始め現在では９名まで拡

大してきています。 

未だ、協定の文書化はできていませんが、本年度より武蔵野線の育まち自治会に所在す

る調整池の桜並木の雑草駆除作業も部分的ではありますが開始しております。 

前回５月２８日は草刈り機をお借りし、おおよそ２００Ｍ以上のエリアを綺麗にするこ

とができました。今回の作業で感じたことは、一般ごみとしての搬出作業に大変な労力が

かかるということです。刈り取った雑草を袋に詰め、ごみ置き場まで移動させる際、何と

か車で運べないかとボランティアの人々は考えました。 

街を綺麗にしたい、微力だけれども貢献したい、そういう善意を生かしてほしい。少し

でもお役に立つ方法を相談できないでしょうか。 

 

 


